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栃
木
市
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

渡
良
瀬
遊
水
地
を
満
喫

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
実
業

団
自
転
車
競
技
連
盟
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
Ｆ
）
が
行
う
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
レ
ー
ス
の
「
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
」
を
メ
イ
ン
と
し
、
渡
良
瀬

遊
水
地
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
レ

ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
を
堪
能
で

き
る
「
栃
木
市
渡
良
瀬
遊
水
地

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ

（
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
気
球
、

グ
ラ
イ
ダ
ー
）、
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
（
ヨ
ッ
ト
）、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
（
タ
ン
デ
ム
自
転

車
）、
乗
馬
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
他

で
は
簡
単
に
見
ら
れ
な
い
レ

ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
が
大
集
合

し
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
参
加
者
、
レ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
募
集

【
参
　
加
　
者
】

　

１
周
５
・
３
キ
ロ
の
選
手
と

同
じ
コ
ー
ス
を
走
っ
て
タ
イ
ム

を
計
測
し
ま
す
。　

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）

12
時
35
分
～
12
時
55
分

◆
人
数　

10
名

◆
条
件　

市
内
在
住
の
中
学
生

以
上
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
お
持

ち
の
方

　市民の皆さん、こんにちは。今回か
ら、市政運営の折々の課題や、市民の
皆さんが疑問に思われるかもしれない
事柄について、解説をさせて頂きます。
よろしくお願いします。
　初回は、地域間のバランスというこ
とについてお話しします。新生栃木市
は旧一市四町地域から成り立っている
ことは言うまでもありませんが、これ
からの栃木市はこの旧一市四町地域が
バランスよく発展することによって、
全体が発展していかなければなりませ
ん。但し、数年間は、地域間のバラン
スが崩れているようにお感じになるか
もしれません。「あの地域ばかり道路
がよくなったり、色々なものができる
じゃないか」という風に。

　そう感じるのは次のよ
うな理由からです。旧一
市 四 町 は、 合 併 前 か ら
色々な実施計画や道路建
設等の事業を行っていました。合併し
て旧市・町がなくなるからといって、
これらの計画や事業を止めてしまうこ
とはできません。そこで、新市が引き
継ぐべき計画や事業はこれを引き継
ぎ、それらが現在も行われているので
す。これが、地域間のバランスが崩れ
ているとお感じになる原因かと思いま
す。今の栃木市には、まだ旧一市四町
ごとのまちづくりが一部残っているこ
とをどうかご理解ください。
　従って、これから新生栃木市が計画
し、実行していく地域振興策は、地域
間のバランスを考慮し、地域の特性に
合った整備を行っていかなければなり
ません。
　

監
査
委
員
に

梅
澤
氏
を
選
出

　

市
議
会
６
月
定
例
会
で
同

意
を
得
て
、梅
澤
米
満
氏（
藤

岡
町
大
田
和
）
が
、
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
６
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
４
月
24
日
ま
で
で

す
。

　

な
お
、
監
査
委
員
は
、
２

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
市

の
財
務
に
関
す
る
事
務
等
が

適
切
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
監
査
を
行
い
ま

す
。

農
業
委
員
（
農
協
選
任
）
が
変
わ
り
ま
し
た

　

６
月
１
日
付
で
下
野
農
協

と
上
都
賀
農
協
の
選
任
農
業

委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

前
任
の
森
戸
照
夫
氏
、
中 粂

くめがい

谷　一
いちろう

郎氏
☎ 27 ‐ 1577

宇
う が じ ん

賀神一
かずお

夫氏
☎ 92‐ 2258

新
井
明
氏
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
農
業
行
政
全
般
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

後
任
の
お
二
人
に
つ
き
ま

し
て
は
、
任
期
は
現
在
の
栃

木
市
農
業
委
員
の
残
任
期
間

（
平
成
25
年
７
月
19
日
ま
で
）

で
す
。

　

農
業
に
関
す
る
諸
問
題
解

決
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
、
お
気
軽
に
お
声
を
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

農
業
委
員
会
事

務
局　

   

☎
21
‐
２
５
２
６

地域間のバランスについて
No.1

栃木市長　鈴木俊美

市
議
会
議
長
に
高
岩
氏
、

副
議
長
に
大
阿
久
氏
就
任

　

市
議
会
６
月
定
例
会
で

新
議
長
に
高
岩
義
祐
氏（
写

真
㊨
）、
副
議
長
に
大
阿
久

岩
人
氏
（
写
真
㊧
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
栃
木
市
議
会
は

34
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、

議
長
、
副
議
長
を
中
心
に
、

市
民
生
活
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
解
決
策

を
考
え
、
市
の
条
例
や
予

算
・
決
算
な
ど
市
政
の
重

要
な
案
件
を
審
議
す
る
と

と
も
に
、
執
行
機
関
の
監

視
、
評
価
機
能
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
を
進
め
て

い
く
市
長
と
は
お
互
い
に

独
立
し
た
対
等
な
立
場
で

議
論
を
深
め
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
市
民
生
活
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
広
く
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
公
平
公
正

で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
積
極
的
に
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
レ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
】

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）

①
８
時
30
分
～
12
時
30
分
②

12
時
15
分
～
16
時
15
分

◆
人
数　

①
20
名　

②
20
名

◆
条
件　

高
校
生
以
上

◆
そ
の
他　

レ
ー
ス
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

　

レ
ー
ス
終
了
後
に
選
手
の

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
抽
選
会
が

あ
り
ま
す
。

★
共
通
事
項

◆
申
込
（
参
加
者
、
レ
ー
ス

ス
タ
ッ
フ
と
も
）
８
月
１
日

（
水
）
８
時
30
分
～
（
電
話

に
て
先
着
順
）

◆
申
込
先　

藤
岡
総
合
支
所

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　

   

☎
62-  

０
９
０
０

体
験
搭
乗
、
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
市
、
板
倉
町
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
紹
介
ブ
ー
ス

や
自
転
車
関
連
グ
ッ
ズ
ブ
ー
ス

も
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
地
の
渡
良
瀬

遊
水
地
を
家
族
で
一
日
満
喫
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）　

９
時
～
17
時

◆
場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
内
と

そ
の
周
辺
（
メ
イ
ン
会
場
は
谷

中
湖
北
ブ
ロ
ッ
ク
子
供
広
場

ゾ
ー
ン
）

◆
そ
の
他　

東
武
日
光
線
藤
岡

駅
か
ら
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
車

で
お
越
し
の
方
は
北
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

藤
岡
総
合
支
所

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

☎
62
‐
０
９
０
０

自 転 車

熱 気 球

グライダー

スカイダイビング


